
Tokai – Denshi Inc.

『自動点呼』システム

～業務前自動点呼を導入されるお客様へ～

東海電子株式会社
www.tokai-denshi.co.jp

e点呼セルフ Typeロボケビー
業務【前】自動点呼：JM25-002
業務【後】自動点呼：JG23-006
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＜業務前自動点呼＞ 最低限必要となるシステム構成

または

マスタ管理点呼記録閲覧

点呼計画 アラート通知

ALC-PROⅡ＋点呼ロボ ケビー ALC-MobileⅡ/Ⅲ＋点呼ロボ ケビー

どちらか

+ +

既にALC-PROⅡ御導入済の場合も連動できます！
※一部の特殊連動ｶｽﾀﾑ版を除く。

Mobileタイプはスマホなしで連動できます！（主に30名未満での運用向け）
※MobileⅢ連動は1年又は15,000回測定都度、センサー交換が必要。

監視カメラ
別途必要。

監視カメラ
別途必要。

クラウドシステム 「運輸安全PRO」

+

体温計・血圧計連動
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業務前自動点呼時には体温計 ・
血圧計必須

⇒導入されていない場合にはお問
い合わせください。
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業務前自動点呼の設定や機能
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※本資料の画面はイメージです。設定によって異なります。
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＜自動点呼＞事前準備が必要なこと：企業管理者

業務前自動点呼を有効にする

企業管理者権限でログインし、「設定」→「e点呼セルフ」タブ→「業務前自動点呼を実施する」を有効にし、届出がされている場合は「OK」を押してください。
本設定にて業務前自動点呼機能が有効となります。
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①

②

③

④

保存を忘れずに
してください。

⑤
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＜自動点呼＞事前準備が必要なこと：企業管理者

健康状態判定の基準値の設定
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業務前自動点呼における血圧・体温の測定数値が平常時か
ら一定基準超えていた場合、点呼を保留にする為の基準値

を設定します。

企業管理者でログインし、
設定→e点呼セルフタブから

「健康状態判定基準設定」にて閾値を設定してください。

ここでの設定値は企業全体の運転者に適応される共通の閾
値（主設定）となります。

個々に設定を行う場合には、次項の「個人単位での健康状
態判定基準設定」をご確認ください。
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＜自動点呼＞事前準備が必要なこと：運行管理者

健康状態判定の基準値の設定

運行管理者権限でログインし、「設定」→「e点呼セルフ」にて、各従業員の「詳細を見る」から基準値を設定してください。
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運行管理者でログインし

各従業員の「詳細を見る」をクリッ
クしてください
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＜自動点呼＞事前準備が必要なこと：運行管理者

健康状態判定の基準値の設定
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②初期値として、主設定に応じて算出
された許容範囲が表示されます。

①はじめに、業務前
自動点呼の判定元と
なる基準値（平常値）
を設定してください。

※入力されていない
場合、業務前自動点
呼が計画できません。

③個別設定を入力すると、②が個別設定に応じ
た許容範囲に変わります。

健康状態判定の許容範囲は、主設定よりも個別
設定を優先して算出されます。

（個別設定が入力されていない場合には、主設
定の値で計算されます。）

①②③
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＜自動点呼＞事前準備が必要なこと：ロボケビー側

①体温計や血圧計のペアリング設定 ②業務前点呼の実施を有効にする

測定・点呼設定の点呼ビルダー設定にて業務前自動
点呼を「実施する」にしてください。

ロボケビーと体温計・血圧計をBluetooth連携する場合は、ネッ

トワーク・デバイス設定から体温計や血圧計とペアリングを
行ってください。
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※ペアリング方法については取扱説明書をご参照ください。
※既にALC-Recで血圧計や体温計と連携しているお客様は、
「業務前WEB連携」を選択してください。
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＜自動点呼＞事前準備が必要なこと：ロボケビー側

③点呼保留に備えた設定

業務前自動点呼における健康状態判定の基準値から外れた場合、点呼保留されます。（管理者の判断待ちの状態）
その際、ロボケビー側に表示させる内容を設定できます。
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点呼保留画面イメージ
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＜業務前自動点呼＞点呼保留後の動き（点呼再開時）

クラウド経由で
アラート通知

＜運行管理者＞＜運転者＞
健康状態NG→点呼保留時 ブラウザよりログイン＜運輸安全PRO＞

運行管理者が10分以内に運転者と通話等で問題ない旨が確認できた場合、管理者が
「点呼再開理由」を選択して「再開操作」をすることでロボット側の点呼保留が解かれます。

点呼保留中は他者の点呼操作不可です

再開

再開時は運転者の顔認証を再度行います
※再開操作があると自動で切り替わります

再開理由
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手入力も可能
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＜業務前自動点呼＞点呼保留後の動き（点呼中止時）

クラウド経由で
アラート通知

＜運行管理者＞＜運転者＞
健康状態NG→点呼保留時 ブラウザよりログイン＜運輸安全PRO＞

管理者が「中止理由」「代替措置」を選択して「中止操作」をすると点呼は中止となります。
10分以上経過して「再開」「中止」どちらも操作がない場合も点呼NGとして保存され、再開は
できません。

点呼保留中は他者の点呼操作不可です

再開
中止理由 代替措置
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中止時は理由/措置が表示され中止します

手入力も可能
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＜業務前自動点呼＞アラート通知が飛ぶシーンと点呼保留→再開

＜アルコール検知時＞
＜日常点検NG時＞

＜体温異常時＞ ＜血圧異常時＞

体温や血圧値が個人基準超えまたは疲労疾病睡眠どれかが×の場合「点呼保留」され、
管理者へ通知。10分以内に「点呼保留リスト」を確認し、理由を記載→「点呼再開」できます。
※アルコール検知時や日常点検NG時は「再開」不可、管理者が「理由」と「代替措置」を入力します。

＜管理者画面＞（パソコン、スマホ等）
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点呼中止、管理者へ通知。
管理者は中止理由を記録します。

アルコール検知時・日常点検NG時は再開不可です。
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業務前自動点呼 操作フロー （ALC-PROⅡパソコン併用時）

点呼計画作成

ロ
ボ
で

顔
認
証

血
圧
測
定

PCで顔
認証

体温測
定

アルコ

ール測
定 測

定
結
果
確
認

車
番
確
認

日
常
点
検
確
認

疲
労
・
疾
病

確
認

睡
眠
確
認

報
告
伝
達
事
項

点呼保留確認

点呼中断時の対処

自
動
点
呼
始
呼

自
動
点
呼
完
了

運
転
者

運
行
管
理
者

誰が・何時何分頃に誰を責任者として自動点呼を予定しているのかを事前入力（パソコン）

血圧や体温測定値が基準値を逸脱している場合等に通知、その点呼を中止か再開か選択。

アルコール検知時や日常点検NG判定時に通知、システム側にて理由と代替措置を保存、
適切な措置をとる。機器故障時は対面点呼等実施へ。

←パソコン操作→ ← ロボケビーを操作 →

健
康
状
態
判
定

業務前自動点呼の流れ、やること

PC

で
顔
認
証

←ロボケビー操作→

バイタルをケビー
連動で省略可能

PC側で体温測定の
場合は顔認証必須。
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アルコ
ール測定

体温測定

← パソコンを操作 →

体温測定が
ロボケビーの場合。

←パソコンを操作→←ロボケビーを操作→
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②血圧を測定 ③業務前自動点呼 開始!

業務前自動点呼を始める場合、その
運転者自身が「自動点呼」をタッチします。

＊アプリを終了する場合は管理者パスワードが
必要につき、勝手には閉じられない仕様です。

カメラを見つめ、事前登録してお
いた顔写真と認証識別します。

＊事前の顔認証登録がない人は
点呼執行ができません。

運転者の氏名や 顔認証写真は 「運輸安全PRO」から  とってきます。

＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ① 【業務前】PROⅡ連携時

①運転者をパソコン側の
顔認証で識別

有線接続

Bluetooth接続

WEBに表示
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＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ②【業務前】PROⅡ連携時

➃業務種別選択

業務前ボタンを押します。

⑤運転者を顔認証で識別

カメラを見つめ、事前登録しておいた
顔写真と認証識別します。
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＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ③【業務前】PROⅡ連携時

PC接続の場合

ロボケビー接続
の場合

⑥アルコール体温測定

※体温計がPCもしくはﾛﾎﾞｹﾋﾞｰどちらに接続
しているかで手順が変わってきます。

⑥ｰ１PCで顔認証 ⑥ｰ２体温を測定 ⑥ｰ３アルコール検査

⑥ｰ１アルコール検査 ⑥ｰ２体温を測定
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OK

⑧疲労・疾病・睡眠不足等の状況 ⑨健康状態判定

先ほどの体温や血圧測定結果と併せ、
疲労、疾病、睡眠不足それぞれ
問題なければ〇をタップします。

ふだんの業務前対面点呼と 同じような項目を チェックしていきます。

バイタルの測定結果が基準値超えか
疲労、疾病、睡眠のいずれかが×の
場合は健康状態判定NGとなります。

→バイタル再計測か点呼保留へ。

NG

＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ➃【業務前】PROⅡ連携時

⑦車番入力
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⑩日常点検の状況
⑪その他必要な事項

（運転者→運行管理者への報告事項）
⑫その他必要な事項２

（運行管理者→運転者への報告事項）

点呼完了！

「花粉症の為、

薬を服用して
います」

花粉症
の為、
薬を
服用…

＊「運転者から報告事項がある」
場合は、その内容を運転者が口頭
で話すと、ロボットが音声を拾って
テキストで記録していきます。

点呼完了後、点呼記録が自動で
クラウドe点呼へアップされます。

パソコン等から
Webブラウザで

点呼記録閲覧

＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ⑤ 【業務前】PROⅡ連携時



Tokai – Denshi Inc.

Copyright© Tokai Denshi Inc. All rights Reserved.

業務前自動点呼 操作フロー（ALC-MobileⅡ/Ⅲ連動時）

点呼計画作成

顔
認
証

血
圧
測
定

体
温
測
定

ア
ル
コ

ｌ
ル
測
定

車
番
確
認

日
常
点
検
確
認

疲
労
・
疾
病

確
認

睡
眠
確
認

報
告
伝
達
事
項

点呼保留確認

点呼中断時の対処

自
動
点
呼
始
呼

自
動
点
呼
完
了

運
転
者

運
行
管
理
者

誰が・何時何分頃に誰を責任者として自動点呼を予定しているのかを事前入力（パソコン）

血圧や体温測定値が基準値を逸脱している場合等に通知、その点呼を中断か再開か選択。

アルコール検知時や日常点検NG判定時に通知、システム側にて理由と代替措置を保存、
適切な措置をとる。機器故障時は対面点呼等実施へ。

← ここまでロボケビーと各種測定器を操作 →

健
康
状
態
判
定

業務前自動点呼の流れ、やること

19
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①業務後自動点呼 開始! ②業務種別選択

業務前自動点呼を始める場合、その
運転者自身が「自動点呼」をタッチします。

＊アプリを終了する場合は管理者パスワードが
必要につき、勝手には閉じられない仕様です。

カメラを見つめ、事前登録しておいた
顔写真と認証識別します。

＊事前の顔認証登録がない人は
点呼執行ができません。

運転者の氏名や 顔認証写真は 「運輸安全PRO」から  とってきます。

＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ① 【業務前】Mobile連携時

業務前ボタンを押します。

③運転者を顔認証で識別
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④アルコール検査&酒気帯び有無判定
＊アルコール検知すると点呼中断。

連動のMobileⅡ/Ⅲかケビー操作直前に
PROⅡにてアルコール測定をします。

＊MobileⅡは2028.9末でサポート終了予定です。

業務<前>自動点呼では、体温と血圧測定のどちらも測定が必須です。

Bluetooth接続している血圧計で測定後⇒体温測定をします。

Bluetooth接続

⑤体温と血圧を測定
＊ここで個別の基準値を超えると赤色表示となります。

＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ② 【業務前】Mobile連携時
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OK

⑧疲労・疾病・睡眠不足等の状況 ⑨健康状態判定

先ほどの体温や血圧測定結果と併せ、
疲労、疾病、睡眠不足それぞれ
問題なければ〇をタップします。

ふだんの業務前対面点呼と 同じような項目を チェックしていきます。

バイタルの測定結果が基準値超えか
疲労、疾病、睡眠のいずれかが×の
場合は健康状態判定NGとなります。

→バイタル再計測か点呼保留へ。

NG

＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ③【業務前】Mobile連携時

⑦車番入力
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⑩日常点検の状況
⑪その他必要な事項

（運転者→運行管理者への報告事項）
⑫その他必要な事項２

（運行管理者→運転者への報告事項）

点呼完了！

「花粉症の為、

薬を服用して
います」

花粉症
の為、
薬を
服用…

＊「運転者から報告事項がある」
場合は、その内容を運転者が口頭
で話すと、ロボットが音声を拾って
テキストで記録していきます。

点呼完了後、点呼記録が自動で
クラウドe点呼へアップされます。

パソコン等から
Webブラウザで

点呼記録閲覧

＜自動点呼＞ 運転者側 操作イメージ➃ 【業務前】Mobile連携時
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